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2018 年 12 月 6 日 

株式会社ベネッセスタイルケア 

株式会社パーソル総合研究所 
 
 

ベネッセ シニア・介護研究所×パーソル総合研究所の共同研究 

介護業界の離職経験者 1,600 人に対する調査結果を発表 

介護人材の定着・離職のポイントが明らかに 
入社 1 年を過ぎると、給与も加味した「キャリア支援」が定着のポイント 

 

株式会社ベネッセスタイルケア（本社：東京都新宿区、代表取締役社長 滝山真也）の社内シンクタンク「ベネ

ッセ シニア・介護研究所」と、総合人材サービス、パーソルグループのシンクタンク・コンサルティングファ

ームである株式会社パーソル総合研究所（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：渋谷和久、以下パーソル総

合研究所）は、介護業界の離職経験者 1,600 人を対象としたアンケート結果をもとに、介護人材の成長とキャ

リアの観点から定着・離職のポイントを分析しました。主な調査結果は、以下の通りです。 

 

■調査結果概要 ※詳細は【調査結果詳細】をご参照ください。 

１． 離職した介護職の 31%が入社１年未満。離職者の 55％が業界外に流出し（無職含む）、条件によら

ず介護職への明確な復職意向がある人は 6％だが、条件次第で復職したい人も 52%いる。 

２．介護職を離職した人のうち、21.3%が「給与の低さ」、17.3%が「キャリアの見通しのなさ」を離職

理由として挙げている。 

３．「キャリアの見通しのなさ」による離職には「仕事内容が変わらないこと」や「給与・報酬が上がらな

いこと」が影響していた。また、ロールモデルや相談相手の存在が「キャリアの見通しのなさ」を和らげ

る効果が確認された。 

４．介護業界への復職の後押しにはキャリアと連動した給与の改善とともに働きやすい職場づくりが不可

欠である。 

 

■提言 

キャリアの観点から見た介護職の職場定着の鍵は、専門職としての深化に向けた仕事面での成長支援、お

よび、仕事ぶりの承認である。キャリアと連動した給与体系の見直しに加えて、職場内の上位層や相談相

手などからの十分な評価やフィードバックの機会を充実させ、「キャリアの見通し」が立つように成長を支

援していくことこそが介護職が長く働き続ける上で必要である。 

 

※本調査は「介護人材の成長とキャリアに関する研究プロジェクト」の一環として実施したものです。プロジ

ェクトの詳細及び最新情報は、特設サイト（https://rc.persol-group.co.jp/kaigo/）をご覧ください。 

https://rc.persol-group.co.jp/kaigo/
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■調査結果詳細 

 

１．離職した介護職の 31%が入社１年未満。離職者の 55％が業界外に流出し（無職含む）、条件によら

ず介護職への明確な復職意向がある人は 6％だが、条件次第で復職したい人も 52%いる。 

 

図 1 に示したように、離職した介護職のうち、31%が１年未満、61%が３年未満に離職をしていました。１

年以内での離職者が多く、早期離職が課題であると言えます。 

また、離職した介護職の 55％が業界外へ流出していますが（無職含む）、元介護職のうち条件によらず介護

職への明確な復職意向がある人は 6％、条件次第で復職してもよいと考えている人が 52％いることが明らかに

なりました。 
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２．介護職を離職した人のうち、21.3%が「給与の低さ」、17.3%が「キャリアの見通しのなさ」を離職

理由として挙げている。 

 

介護職を離職した人に離職理由を聴取したところ、図 2 に示したように、21.3%が「給与の低さ」、17.3%

が「キャリアの見通しのなさ」を理由として挙げていました。 

離職までの在籍期間別に見ると、入社１年以上５年未満で「給与の低さ」「キャリアの見通しのなさ」を離職

理由として挙げる人の割合が高くなっていました。入社後１年を過ぎると、給与の低さやキャリアを不安視す

るようになる様相が見てとれます。特にキャリアの面では、1 年を過ぎたところでキャリアの見通しのなさに

より離職する人の割合が大きく増えていました。 

 

 

 

 

また、図 3 に示したように、「給与の低さ」「キャリアの見通しのなさ」は男性 30 代で離職理由として挙げ

られる割合が高くなっていました。男性においては、30 代で多くなる結婚などのライフステージ変化の時期

に、キャリアの見通しを立てることが重要となります。 
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３．「キャリアの見通しのなさ」による離職には「仕事内容が変わらないこと」や「給与・報酬が上がらな

いこと」が影響していた。また、ロールモデルや相談相手の存在が「キャリアの見通しのなさ」を和らげ

る効果が確認された。 

 

重回帰分析をおこなった結果、｢キャリアの見通しのなさ｣には、「仕事内容が変わらず、飽きてしまった」

「ロールモデルがいない」といった職場要因が影響を与えていました*1。「仕事内容が変わらず、飽きてしまっ

た」というのは、介護の仕事の専門性や深化が感じられていないことを示唆しています。パーソル総合研究所

が実施した「働く 1 万人の就業・成長定点調査 2018」では、介護職は自身の成長を非常に重視する傾向が出

ており、役職・等級が上がることよりも専門性を高めることやより広い視野で仕事ができるようになることを

成長として捉えていることがわかっています*2。このように高い成長志向を持っている介護職のキャリアを支

援するための鍵は、いかにして成長を実感できるような環境を整えていけるかであると言えます。そのために

は、｢ロールモデルがいない｣と感じられている現状を是正することも必要です。 

また、｢キャリアの見通しのなさ｣の背景要因として、｢給与・報酬が上がらない｣ことも影響していました。

「給与の低さ」は、単純に低いことが問題であるというよりも、成長やキャリアとの関係性のなかで問題視さ

れていることが分かります。したがって、介護職の能力・仕事ぶりをきちんと評価し、これを給与にも反映す

ることが、介護職が長く働き続けることにつながると考えられます。 

一方、離職理由と人間関係との関連性を見たところ、図 4 に示したように、「給与の低さ」は周囲の人が話を

聞いてくれなかったこと、「キャリアの見通しのなさ」はホーム長・施設長やリーダー・主任といったマネジメ
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ント層との関係性が関連していました(統計的に 1%水準で有意であり、影響があると判断できます)。上述した

ように、「キャリアの見通しのなさ」には「ロールモデルがいない」ことも影響しており、たとえばベテランス

タッフがロールモデルとしての役割を担うことが有効であると考えられます。 

 

 

さらに、相談相手がいない場合に、キャリアや給与の問題による離職者の割合が高くなっていることもわか

りました（図 5）。 

 

 

これらの職場の人間関係や相談相手の存在についての結果も併せて考えると、上司だけでなく、職場の周り

の人たちが介護職としての成長を支えて、仕事ぶりを評価したり相談にのったりすることが、本人のキャリア

アップを支えるとともに離職を食い止めることにもつながるのではないかと思われます。 
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４．介護業界への復職の後押しにはキャリアと連動した給与の改善とともに働きやすい職場づくりが不可

欠である。 

 

１で示したように、現在介護業界で働いていない元介護職のうち、条件によってはまた介護業界で働きた

い、と回答した人は 52%でした。 

図６に示したように、復職の条件として、現在介護業界で働いていない元介護職の５割が、給与・報酬が十

分高ければ復職したいと考えていることが分かりました。しかし、給与・報酬を復職条件として挙げた人の

80.9％は他の条件も挙げており、介護業界を去った介護職経験者を呼び戻すには、給与・報酬の改善を前提と

しながらも、働きやすい職場づくり、環境づくりも不可欠であることが窺えます。 

 

 

 

復職にあたって希望する給与水準（月額）は、いずれの性別・年代においても離職時の水準よりも高く、平

均するとプラス 5.7 万円でした。働く上で給与・報酬が重要なポイントであることは間違いありません。しか

し、3 で述べたように、介護職の中で給与はあくまでキャリアとの関係性の中で問題視されているため、単に

給与を改善するのではなく、働き方やキャリアと連動した形で給与体系を整えることが、介護職の定着につな

げる上で重要であると言えるでしょう。 
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＊1 投入した全変数で欠損（非該当）がない介護職離職者(n=634)を対象として、各理由による離職有無を目的変数としたロジスティック回帰分

析（ステップワイズ法）を実施したところ、「仕事内容が変わらず、飽きてしまった」「ロールモデルがいない」「給与・報酬が上がらない」と

いった職場要因が p<.01 で有意となりました。 

 

＊2 パーソル総合研究所「働く 1 万人の就業・成長定点調査 2018」によると、介護職は他の職種と比べて「働くことを通じた成長が重要だと思

う」という回答が 86.2％と高くなっています（全体は 79.7％）。介護職の成長イメージは、「より専門性の高い仕事ができるようになること」

(全体＋6.2pts で有意に高い)、「より広い視野で仕事ができるようになること」(全体＋4.8pts で有意に高い)、「役職・等級が上がること」(全

体-4.6pts で有意に低い)などが特徴です。 

 

 

 

 

■調査概要 

 

調査名 

パーソル総合研究所／ベネッセシニア・介護研究所「介護人材の離職実態調査 2017」 

 

対象および回収サンプル数 

・介護業界の現場職を過去 10 年以内に離職した者：1,600 名 

・年齢 20-65 歳 

  ※離職理由の１位・２位がともに不可避退職（転居・事業閉鎖など）の者は除外 

  ※施設形態（訪問介護・通所介護・有料老人ホーム等）／企業／雇用形態／勤務時間 すべて条件不問 

 

調査方法 

インターネット定量調査 

 

実施時期 

2017 年 12 月 27 日（水）-2018 年 1 月 5 日（金） 

 

主な調査項目 

【離職の要因】 

・離職に影響した職場要因 

・事業所責任者、リーダー・主任、同期、ベテランスタッフ、事務スタッフ、看護師との人間関係 等 

 

【採用時の特性と定着の関係】 

・業界志望理由と会社志望理由 

・入社前の学歴・経験 等 

 

【復職の可能性とその条件】 

・転職先業界と転職理由 

・復職意向と希望する復職条件 等 
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■「ベネッセ シニア・介護研究所」＜https://www.benesse-style-care.co.jp/lab/＞について 

ベネッセ シニア・介護研究所は、ベネッセグループの 20 年間の介護事業運営の中で培った介護の知見と、多

くのお客様が生活する現場を持つことを強みとし、高齢化社会に役立つ調査・研究と、社会や介護業界全体に

対して発信・貢献をすることを目的として、2015 年 11 月 11 日に設立されました。本研究所の活動を通し

て、現場の実態やお客様・介護スタッフの声を発信するとともに、高齢者・介護に関する未解決のテーマの調

査・研究に取り組み、「年をとればとるほど幸せになる社会」の実現に貢献していきます。  

 

 

■「ベネッセスタイルケア」＜https://www.benesse-style-care.co.jp/＞について 

株式会社ベネッセスタイルケアは、教育・介護など人の営みに深く関わる事業を軸足に置くベネッセグループ

の事業会社として、高齢者介護サービス事業・高齢者住宅事業ならびに保育事業・学童事業を展開していま

す。ベネッセグループとして 1995 年に介護事業をスタートして以来、都市部の住宅地を中心に老人ホームの

開設を進め、「その方らしさに、深く寄りそう。」ことを大切に、現在高齢者向けホームを 319 拠点運営、約

16,000 名のご入居者様にご利用いただいています（2018 年 12 月 1 日現在）。 

 

 

■「パーソル総合研究所」＜http://rc.persol-group.co.jp/＞について 

 パーソルグループの総合研究機関として、「人と組織の成長創造」に向けた調査・研究、コンサルティングサ

ービス、人事関連サービスの提供を通して、企業の持続的な成長をサポートしています。 

 

 

■「PERSOL（パーソル）」＜https://www.persol-group.co.jp/＞について 

 パーソルは、2016年7月に誕生した新たなブランドです。ブランド名の由来は、「人は仕事を通じて成長し

（PERSON）、社会の課題を解決していく（SOLUTION）」。働く人の成長を支援し、輝く未来を目指したい

という想いが込められています。 

 パーソルグループは、人材派遣サービス「テンプスタッフ」、転職サービス「doda」やアルバイト求人情報

サービス「an」をはじめとし、ITアウトソーシング、設計開発にいたるまで、国内外の幅広い企業群で構成さ

れています。グループのビジョンである「人と組織の成長創造インフラへ」を実現するために、労働・雇用の

課題の解決に総合的に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問い合わせ先 

ベネッセ シニア・介護研究所 

TEL:03-6836-1075  FAX:03-6836-1085 MAIL：kaigokenkyujyo@benesse-style-care.co.jp 

株式会社パーソル総合研究所 広報室 

TEL：03-6385-6888  FAX：03-6386-9161  MAIL：pr@persol.co.jp 

https://www.persol-group.co.jp/
mailto:pr@persol.co.jp

